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成している．これは細胞境界カざ短縮しているという考えと一致している｛2〕．これは細胞の種類が
一種類の均一な場合である．ところがウズラ輸卵管上皮組織は2種類の細胞より成り，図（b）に
示すようにどちらかといえば矩形に近い多角形が目立つバタンであった．
 より詳しく観察すると，輸卵管上皮は分泌細胞と繊毛のある細胞が互い違いに並んで，市松
模様（図。）のようなパタンを呈する傾向がある〔3〕．市松模様は2種類の細胞問の接着力に違い
があって，異種間の細胞同志の方が同種間同志より強く接着する時に形成される．すなわち輸
卵管上皮は六角形パタン（図a）と市松パタン（図C）との中間のパタンである．境界長短縮か
ら要請される六角形バタン形成と異種細胞間接着が強いことによる市松パタン形成との2つの
傾向の釣合い状態にあると考えられる．このように考えれば，異種間と同種間で細胞間接着力
がどれくらい違うかの目安が以下のようにして得られる．
 上皮組織では細胞境界長が短い方が安定なのであるが，同じ長さの境界では異種間の境界の
方が同種間よりも安定である．場合によっては同種間境界を短くするために異種間境界が長く
なることもある．これを量的にとりあつかうために境界長に重みをかけることにする．重みは
同種間境界のとき1．0にたいして異種間境界では〃とする．輸卵管上皮のパタンにこの方法で
いろいろな〃の値を与えて，重みをかけた境界長和のより短いバタンを求めると〃＝0．43とし
たときのパタンが現実のそれとよく合うこと・がわかった．系の安定化に寄与する程度を考える
と，同種問の境界が1．Oたけ短くたることは異種間の境界が2．33（＝！／O．43）短くたることと寄
与としては同じであることにたる．これは細胞間接着力の違いの反映のはずである．組織中の
細胞の接着力を具体的に測定するのが困難である現状では，この〃の値は組織構築を理解する
上で役立つだろう．
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甲状腺腫における濾胞腔の形状について
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 は じ め に
 甲状腺腫には，びまん性甲状腺腫と結節性甲状腺腫がある．前者は甲状腺全体が大きくなる
もので，甲状腺組織の増殖，肥大によるものであり，後者は甲状腺の一部が腫瘍もしくは腫瘍
類似疾患により結節状とたるものである．
 結節性甲状腺腫には，癌，腺腫，腺腫様甲状腺腫が含まれる．このうち腺腫は上皮性の腫瘍
であり，腺腫様甲状腺腫は非腫瘍性で組織の過形成またはその退縮に由来する．しかし腺腫と
過形成の間に移行があるとも考えられているため，腺腫と腺腫様甲状腺腫との鑑別は困難で病
理学者がしばしば悩まされているところである．
 われわれは腸腫と腸腫様甲状腺腫の両者を，組織学的には顕微鏡写真上における濾胞腔から
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鑑別できるのではないかと考え，両者の濾胞腔を計量学的た観点から検討した．
 組織学的な観点からは，濾胞胚の個数や面積が大きな指標としてとりあげられてきたが，わ
れわれはさらに濾胞腔の形状について検討を加えた．具体的には，正常甲状腺と濾胞腺腫およ
び腺腫様甲状腺腫の組織写真を基に，その濾胞胚の面積，局長などを，ディジタイザーにより
コンピュータ計測を行い，得られたデータの統計学的解析から，その形態学的差異を求めるこ
とを試みた．
 1．形状分布
 個体の個数や面積とは別に，個体の形状そのものに注目し，計量的に解析する手法のひとつ
に形状分析がある．この分析は，局長五と面積∫の2つの変量から形状のバターンを分類する
方法で，その数量的た指標として次の形状係数を導入した．
 （1）            C＝工2／4π∫
種々の形状パターンによって，上記の形状係数Cは種々の値をとるがここでは，形状係数Cの
値により形状のパターン分類を行った．・
 形状バターンが楕円のとき，短径をα，長径をろとすると
 （2）                      ∫＝παろ
（3）       トπ／（3／2）・（α十ろ）一π1
と表わせるから，形状係数は
（4）       0＝／（3／2）・（α十ゐ）一／π／2／4．5
となる．ここで長径と短径の比
 （5）            々＝α／う
を使ってCを表わすと
（6）       C＝／（3／2）・（1＋々）一〃／2／4尾
となる．形状が円のとき，々二1どたり，形状係数はC＝1となる．
2．結  果
 濾胞腺腫，腺腫様甲状腺腫および正常甲状腺の組織写真の，同一計測領域内での濾胞腔の数
はそれぞれ，165，55，86であった．
3群における濾胞腔の形状分析による結果を表1に示した．短径と長径の比が1／3以下であ
る偏平た楕円では，形状係数が1・5以上とたる．われわれは形状の分類をカテゴリー化するた
               表1．濾胞胚の形状分析結果
形状係数      1．5未満  1．5以上（平均±SD）
Norma1         1．57±0．48
Adenoma        1．25±0．32
Adenomatous goiter  3．32±12．38
53
153
28
32
12
27
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め，便宜的にCの値を1．5未満と1．5以上，すたわち，ほぼ円形と偏平た楕円の2カテゴリーに
分類した．正常甲状腺では，Cが1．5以上，すなわち偏平形状の濾胞が37％存在する．これに
比べて，濾胞腺腫では7％で非常に少なく，腺腫様甲状腺腫では49％と多くなっている．これ
らをκ2一検定した結果，3群の濾胞の形状に有意差が認められた（P＜O．001）．
 3．考    察
 腺腫と腺腫様甲状腺腫の鑑別には困難な場合が多く，両者の組織学的た差異についても，組
織像の多用性以外は記されていたい．
 今回われわれは，経験的，主観的なものを加味した人間の眼による両者の鑑別のかわりに，計
量的にコンピュータを用いて，両者の差異について検討することを目的として，腺腫様甲状腺
腫，甲状腺濾胞腺腫，正常甲状腺の組織を比較した．
 形状係数による濾胞胚の形状分類を行った結果，正常甲状腺に比べて，濾胞腺腫の濾胞胚の
形状は正円に近いものが多く，腺腫様甲状腺腫のそれは正円からかけはたれたものが非常に多
く存在することが認められた．これらの結果は，光顕的所見の計量学的な立場から裏付けるも
のである．
 濾胞腺腫では腺腫に特徴的な組織所見のひとつである“mOnOtOnOuS’’た濾胞性状が正常と
同様に見られる．これに対し，腺腫様甲状腺腫は過形成による増殖を基調としているため，そ
の発育は同時性ではたく，異時性で，古い濾胞胚の申に新しい濾胞が増殖するという形式をと
るため，その形状は，濾胞腺腫と異なり，正円状のものが少なく，半月状をはじめ正円から非
常にかけはたれた形のものが多く存在する結果になったものと推測される．
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花粉形態学における数学的解析
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 I．形の 意義
 花粉の形は色々た変化をみせる．おのおのの花粉は1個の独立した細胞である．花粉の形は
下記の条件から重要な研究課題である．
 A 目的
 花粉の目的は受精して，種子をつくることである．したがってこの目的に合うようだ形をもっ
ている．
 B 機能
 上記の目的を果たすため独立した生活をいとむためのメカニズムを備えている．その仕掛を
作動させる機能を備えている．
 C 系統
